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「
憲
法
が
輝
く
兵
庫
県
政
を
つ
く
る
会
」
が
７
月
に
開
い
た
３
地

域
で
の
要
求
懇
談
会
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
も
ふ
く
め
て
８
５
人
が
参

加
し
ま
し
た
。 

 

懇
談
会
を
通
じ
て
、 

医
療
、
教
育
、
交
通
、
経
済
な
ど
地
域
の

疲
弊
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。
２
５
年
の
知
事
選
挙
に
向
け

て
、
地
域
住
民
の
目
線
に
立
ち
、
地
域
を
ど
う
再
建
す
る
か
と
い
う

姿
勢
を
は
っ
き
り
も
っ
た
県
政
の
実
現
が
い
よ
い
よ
重
要
で
す
。
神

戸
と
東
西
播
・
但
馬
（
上
）
の
発
言
は
８
月
１
０
日
号
で
す
。  

ロ
以
内
の
住
民
の
個
人
情
報
が
集
め
ら

れ
る
と
い
う
監
視
シ
ス
テ
ム
が
発
動
し

て
お
り
注
意
が
必
要
で
す
。 

 

一
方
、
基
地
強
靭
化
計
画
で
は
５
年

で
４
兆
円
の
税
金
が
使
わ
れ
、
全
国
３

０
０
の
基
地
す
べ
て
を
整
備
し
て
い
こ

う
と
し
て
い
ま
す
。
「
わ
が
街
を
戦
争

す
る
基
地
に
す
る
な
」
と
い
う
世
論
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
（
兵
庫
県
平

和
委
員
会
） 

 

深
刻
な
農
業
後
継
者
問
題 

 

農
村
地
域
で
は
、
農
業
後
継
者
問
題

が
一
番
の
問
題
で
あ
り
、
８
０
歳
く
ら

い
の
方
か
ら
「
も
う
今
年
で
作
付
け
は

終
わ
り
」
と
い
う
声
を
よ
く
聞
き
ま

す
。 

 

自
治
体
は
、
区
長
や
農
会
長
と
相
談

を
し
て
い
ま
す
が
、
「
も
う
農
業
や
っ

と
か
れ
へ
ん
」
と
い
う
状
況
の
中
、
先

行
き
は
不
透
明
で
す
。
小
規
模
で
も
営

農
で
き
る
よ
う
な
支
援
策
や
農
業
を
支

え
る
普
及
セ
ン
タ
ー
、
普
及
員
の
充
実

が
求
め
ら
れ
ま
す 

。
（
共
産
党
加
東
市

議
） 

 

県
立
高
校
統
廃
合
は
中
止
を 

 

県
教
委
は
、
県
立
高
校
を
２
５
年
に

１
４
校
を
６
校
に
す
る
計
画
を
打
ち
出

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
２
８
年
に
同
じ

く
１
２
校
を
６
校
に
す
る
計
画
で
す
。

県
は
、
少
人
数
学
級
は
国
の
施
策
で
あ

り
国
に
は
働
き
か
け
て
い
く
、
学
校
規

模
は
大
き
く
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う

立
場
で
す
。 

 

小
規
模
校
や
少
人
数
学
級
で
こ
そ
、

一
人
ひ
と
り
に
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
が

で
き
ま
す
。
通
学
時
間
が
長
く
な
り
、

子
ど
も
の
教
育
の
機
会
を
奪
う
こ
と
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
高
校
の
統
廃
合

で
は
な
く
、
高
校
で
も
少
人
数
学
級
を

進
め
公
立
高
校
を
守
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
（
高
教
組
） 

 

【
７
月
２
１
日
阪
神
】 

子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
を 

 

子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
を
求
め

て
、
尼
崎
で
は
１
０
の
団
体
と
２
つ
の

協
力
団
体
で
１
万
４
千
の
請
願
署
名
を

集
め
て
２
１
年
７
月
に
提
出
し
、
翌
２

２
年
７
月
に
助
成
を
拡
充
し
て
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
１
２
月
に
は
７
千
の
署
名

を
提
出
し
、
２
３
年
度
予
算
で
就
学
前

ま
で
の
医
療
費
を
無
料
に
す
る
こ
と
も

で
き
ま
し
た
。 

 

昨
年
の
尼
崎
市
長
選
で
は
、
１
８
歳

ま
で
の
医
療
費
無
料
化
を
掲
げ
た
市
長

が
誕
生
し
ま
し
た
の
で
、
現
在
私
た
ち

も
１
８
歳
ま
で
無
料
を
求
め
る
署
名
を

２
万
人
目
標
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ぜ
ひ
実
現
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
（
新
婦
人
尼
崎
支
部
） 

 

南
芦
屋
浜
埋
立
地
に
大
型
商
業
施

設 

懸
念
の
声 

 

芦
屋
市
で
は
、
県
の
企
業
庁
に
よ
る

南
芦
屋
浜
の
埋
立
地
利
用
の
問
題
が
あ

り
ま
す
。
今
は
残
っ
た
跡
地
に
大
型
商

業
施
設
が
や
っ
て
来
る
と
い
う
段
階

で
、
当
初
、
県
が
掲
げ
た
「
人
間
サ
イ

ズ
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
か

ら
は
、
か
な
り
外
れ
て
い
る
の
が
実
情

で
す
。
企
業
庁
が
民
間
に
土
地
の
分
譲

を
し
た
こ
と
が
大
き
な
問
題
で
す
。 

 

住
民
か
ら
は
郵
便
局
か
せ
め
て
Ａ
Ｔ

Ｍ
を
設
置
し
て
ほ
し
い
、
避
難
所
を
設

置
し
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
要
望
や
、
住

民
の
居
場
所
に
な
っ
て
い
る
商
店
が
な

く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
の

懸
念
の
声
も
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
（
共

産
党
芦
屋
市
議
） 

 

川
西
市
の
地
域
課
題 

 

川
西
市
の
舎
羅
林
山
に
西
日
本
最
大

の
物
流
セ
ン
タ
ー
が
来
ま
す
が
、
出
入

り
道
が
１
本
し
か
な
く
、
交
通
量
増
加

な
ど
課
題
が
あ
り
監
視
し
て
い
く
必
要

あ
り
ま
す
。
猪
名
川
町
に
あ
る
物
流
セ

ン
タ
ー
は
地
域
に
密
着
し
て
い
ま
す

が
、
川
西
の
物
流
セ
ン
タ
ー
は
外
国
企

業
の
可
能
性
も
あ
り
、
地
域
と
の
関
係

も
心
配
で
す
。 

 

川
西
市
で
は
保
育
所
、
幼
稚
園
の
統

廃
合
の
動
き
も
あ
り
ま
す
。
統
廃
合
の

み
に
補
助
金
を
出
す
国
の
制
度
に
地
方

自
治
体
の
施
策
が
誘
導
さ
れ
て
い
る
現

実
が
あ
り
ま
す
。
（
川
西
猪
名
川
地
区
労

連
） 「生活保護基準の引下げ取り消し」求めて 

 生活保護基準は、住民税非課税限度額、就学援

助、最低賃金など様々な制度に連動しており、引

下げは福祉の増進に大きな支障を生じます。 

 ２０１３年の生活保護基準の引下げ取り消しを

求めて、全国２９の地方裁判所で約１０００人の

原告が裁判をたたかっています。 

 地裁判決は、原告側の１１勝１０敗(5/30時点)

と行政訴訟としては異例ともいえる勝訴判

決を勝ちとっています。兵庫の裁判は、神

戸地裁の不当判決を受け、大阪高裁で裁判

が行われています。 

【
７

月

２

０

日

東

西

播
・
但

馬

（
下
）
】 

「
わ
が
街
を
戦
争
す
る
基
地
に
す
る

な
」
と
い
う
世
論
づ
く
り
を 

 

土
地
利
用
規
制
法
に
よ
り
、
自
衛
隊

の
基
地
及
び
生
活
関
連
施
設
か
ら
１
キ

猛暑の中 

暮らし守る様々な活動 
最賃1500円に！労働局前座り込み 

 （右 ７月２５日） 

生存権裁判への支援を 

 (右下 ７月２５日・大阪淀屋橋) 

消費税５％への減税を 

 （下 ７月２４日・神戸大丸前）  



集団的自衛権行使の自衛隊と、魅力発信との本質的矛盾 

 陸上自衛隊中部方面隊創隊６２周年記念行事が昨年１０月２日、伊丹駐屯地

で開かれました。中部方面隊は東海北陸から中四国の２府１９県の防衛警備や

災害派遣等を担任しており、日米地位協定により伊丹駐屯地には、２０００

０㎡の米軍演習場が存在しています。 

 記念行事のメインともいえる「訓練展示」は、敵の陣地をどのように攻撃し

占拠していくかというシナリオで、様々な火力戦闘機を使用するもので、戦車

や１５５ミリりゅう弾砲などの空砲の大音響がさく裂するかなり激しいもので

す。 

 自衛隊とアメリカを始めとする各国軍隊との実動訓練は進化しており、陸上

幕僚監部発行のパンフ「陸上自衛隊」には、「日米同盟の強化」「日米共同訓

練の深化」などの文字が並んでいます。 

 戦争する国づくりへと加速する日本において、集団的自衛権行使の実動部隊

として位置づけられている自衛隊の現状と、災害派遣活動、戦車などへの試乗

や装備品の展示、キャラクターのアピール、子ども広場の設置、食堂の解放、

野外売店などで自衛隊の魅力を発信しようとすることの本質的矛盾が深まって

います。 

地
域
に
轟
音
響
か
せ
る
自
衛
隊
訓
練

中
止
を 

 

伊
丹
の
自
衛
隊
第
３
師
団
の
創
立
記

念
式
典
が
５
月
に
あ
り
、
自
治
会
な
ど

か
ら
中
止
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
射
撃
展
示
で
も
の
す
ご

い
轟
音
が
地
域
に
鳴
り
響
き
ま
し
た
。

式
典
後
は
子
ど
も
達
を
キ
ャ
タ
ピ
ラ
車

に
乗
せ
た
り
、
迷
彩
服
を
着
せ
た
り

し
、
人
型
の
的
を
放
水
銃
で
射
抜
か
せ

る
と
い
っ
た
こ
と
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

秋
に
は
中
部
方
面
隊
の
訓
練
展
示
も

予
定
さ
れ
て
お
り
、
伊
丹
市
の
平
和
委

員
会
は
中
止
の
申
し
入
れ
を
行
な
い
ま

し
た
。
ま
た
伊
丹
市
は
、
議
員
の
質
問

に
法
的
根
拠
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
入
隊
「
適
齢
」
者

名
簿
を
自
衛
隊
に
電
子
デ
ー
タ
で
提
供

し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
監
視
と
抗
議

の
声
を
強
め
て
い
き
ま
す
。
（
伊
丹
平

和
委
員
会
） 

 

宝
塚
市
長
選
・
知
事
選
に
向
け
共
闘

強
化
を 

 

２
年
後
の
県
知
事
選
挙
で
は
、
宝
塚

市
で
も
高
校
統
廃
合
が
大
問
題
に
な
っ

て
き
ま
す
。 

 

同
じ
年
の
４
月
に
は
宝
塚
市
長
選
挙

も
あ
り
、
中
川
市
政
を
山
崎
市
政
に
継

続
さ
せ
た
共
闘
の
枠
組
み
を
守
っ
て
た

 「変えよう！兵庫県政」 第４０号 ２０２３年８月２０日（２） 

た
か
う
た
め
に
も
、
県
政
の
会
の
動
き

を
い
ち
早
く
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
大

事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
日
の
交
流

会
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
大
い
に
が
ん

ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
共
産
党
宝

塚
市
議
） 

 

病
院
統
廃
合
計
画
を
押
し
返
す
運

動
も
前
進 

 

兵
庫
県
は
地
域
医
療
構
想
で
、
三
田

市
民
病
院
と
神
戸
市
北
区
の
済
生
会
病

院
の
統
廃
合
な
ど
、
病
院
統
廃
合
を
進

め
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

の
も
と
で
医
療
崩
壊
が
お
き
、
公
立
・

公
的
病
院
の
役
割
は
切
実
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
統
廃
合

は
、
病
院
機
能
低
下
を
ま
ね
き
、
市
民

か
ら
遠
く
な
る
な
ど
弊
害
だ
け
で
す
。 

 

こ
の
動
き
を
押
し
返
す
運
動
も
取
り

組
ま
れ
、
三
田
市
で
は
１
か
月
で
住
民

投
票
を
求
め
る
署
名
が
７
千
人
を
超
え

ま
し
た
。
（
兵
庫
県
保
険
医
協
会
） 

 

伊
丹
・
天
神
川
水
害 

県
は
責
任
認

め
被
災
住
民
の
補
償
を 

 

５
月
の
天
神
川
水
害
で
、
災
害
直

後
、
齋
藤
知
事
は
県
の
責
任
を
表
明
し

ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
県
は
「
責
任
は

明
確
で
な
い
」
と
い
う
態
度
で
被
災
住

民
の
補
償
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
調

査
委
員
会
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
工
事

実
施
の
規
定
よ
り
も
確
保
す
べ
き
川
幅

は
せ
ま
く
、
土
嚢
の
高
さ
も
低
か
っ
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
県
が

工
事
前
に
規
定
通
り
の
川
幅
は
確
保
で

き
て
い
る
か
、
土
嚢
は
積
ん
で
い
る
か

の
確
認
を
怠
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

調
査
委
員
会
は
１
０
月
末
ま
で
行
わ

れ
ま
す
。
県
は
責
任
が
明
確
に
な
る
ま

で
補
償
は
実
施
で
き
な
い
、
代
わ
り
に

と
１
５
０
万
円
融
資
を
提
案
し
て
き
て

い
ま
す
が
、
住
民
は
納
得
し
て
い
ま
せ

ん
。
県
に
責
任
を
認
め
さ
せ
被
災
住
民

の
補
償
を
実
現
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
（
共
産
党
伊
丹
市
議
） 

 

伊
丹
で
も
病
院
統
廃
合 

公
的
病
院

の
役
割
発
揮
を 

 

病
院
統
廃
合
は
伊
丹
市
で
も
進
め
ら

れ
、
伊
丹
市
立
病
院
と
近
畿
中
央
病
院

の
統
廃
合
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

 

市
立
病
院
建
て
替
え
の
後
に
、
統
廃

合
で
近
畿
中
央
は
な
く
な
り
ま
す
。
統

廃
合
は
医
療
の
後
退
そ
の
も
の
で
す
。

近
畿
中
央
は
、
統
合
前
の
来
年
１
月
か

ら
出
産
分
娩
の
取
り
扱
い
が
な
く
な
り

ま
す
。
近
畿
中
央
の
後
の
病
院
誘
致
も

課
題
で
す
。
公
的
病
院
の
役
割
を
果
た

さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
共
産
党
伊
丹
市
議
） 

国
政
言
い
な
り
の
齋
藤
知
事
、

「
オ
ー
ル
与
党
」
の
県
議
会 

 

齋
藤
知
事
は
、
国
の
政
治
を
そ
の
ま

ま
県
に
持
っ
て
来
て
い
ま
す
。
万
博
も

大
阪
と
共
同
で
税
金
も
ど
ん
ど
ん
使
お

う
と
し
て
い
ま
す
。
６
月
議
会
で
は
、

子
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て
、
県
の
責
任

で
無
料
化
を
求
め
る
請
願
が
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
共
産
党
以
外
が
採
択
に
反
対

し
ま
し
た
。
選
挙
で
は
す
べ
て
の
政
党

候
補
が
１
８
歳
ま
で
無
料
を
主
張
し
て

い
ま
し
た
が
こ
の
態
度
で
す
。
自
民
県

議
が
突
然
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を

質
問
し
、
齋
藤
知
事
が
答
弁
で
導
入
検

討
を
表
明
し
ま
し
た
。
党
議
員
団
が
住

民
の
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２５年の知事選挙に向けて、引き続きご支援を 
 懇談会全体をつうじて、

政府（官邸）いいなりの姿

勢をますます強めている齋

藤県政のもとで、医療、教

育、交通、経済など、あら

ゆる分野での地域の疲弊が

浮き彫りになりました。 

 例えば、高校の統廃合

は、生徒の進路や保護者の

生活を困難にするだけでな

く、地域の公共交通の経営を

悪化させ、地元商店など地域経済を衰退させ、少子化を進行さ

せ、地域の防災拠点を失わせ、地域の活力を低下させるなど、

様々な角度から一挙に地域を疲弊させるものとなっています。 

 こうした問題の打開には、何よりそこにくらす住民の目線に

立ち、地域をどう再建するかという姿勢をはっきりもった政治

が必要です。 

 「憲法が輝く兵庫県政をつくる会」は、ひきつづき各地の要

求と情報の交流、また全県への発信をすすめ、あわせて２５年

の知事選挙に向けて取り組みの準備をすすめていきます。ご支

援よろしくお願い致します。 

報告する津川知久代表幹事(7/20) 


